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※別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も併せてご覧ください。

次のようなシステム構成にすることができます。詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。
システム一覧表

システムの組み合わせについて組み合わせ

1

接続・取り付け部品を確認するはじめに

1

光デジタル入力接続表

本機に「DEQ-P9」を接続したときのシステムについて組み合わせ

2 接続の前に知ってほしいこと接続

1

IP-BUS、光デジタルラインの接続について
●IP-BUSおよび光デジタルラインの端子と
ケーブルは、同じ色どうしを接続してく
ださい。(コネクターの接続部分が色分け
されています。)

●光デジタルラインを接続するときは、
キャップを外してから接続してください。

ノイズ防止のために
●アンテナコードは、IP-BUSケーブル、
スピーカーコードおよび電源リード線から
できるだけ離して配置してください。

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなる場合
は、バッテリーから直接電源をとること
をおすすめします。当社では、電源配線
キット「RD-221」を別売していますの
で、販売店にご相談ください。

接続のポイント

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで
押し込んで、確実に接続してください。

●コネクターを外すときは、図のようにコ
ネクター部分を持って引っ張ってくだ
さい。コードを引っ張るとコードが抜け
てしまうことがあります。

コネクターの着脱のしかた

接続上のご注意

●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常にバッ
テリーから電源が供給される電源回路には、
接続しないでください。接続すると車の
バッテリーが消耗してしまいます。

●本機のアンプにはBPTLという回路を使用し
ています。スピーカーのリード線を直接
アースしたり、複数のスピーカーの (ー) リー
ド線を、共通にして接続しないでください。

●黒リード線 (アース) は、パワーアンプなどの
消費電流が大きい製品のアースとは別々に取
り付けてください。まとめて取り付けると、
ネジが緩んだり外れたりしたとき、製品の
発煙・故障の原因となる恐れがあります。

●本機と組み合わせるスピーカーには、最大
入力50 W以上のハイパワー用で、インピー
ダンスが4Ωから8Ωのものを使用してくだ
さい。規格以外のスピーカーのご使用は、
スピーカーの発火・発煙・破損の原因とな
ります。

●ガラスアンテナ車は、アンテナブースター
の電源を、必ず本機の青リード線 (オート
アンテナ) に接続してください。接続を忘
れるとラジオが受信できません。

アンテナブースターの電源の位置は、車
種によって異なります。(ラジオがONに
ならないと、ブースターがONにならな
い車もあります。）詳しくは、取り付け
技術のある販売店にご相談ください。

本機と他の製品では同じ働きのコードでも
色が異なる場合があります。本機と他の製
品とを接続される場合、それぞれの製品に
付属の取付説明書をよくお読みになり、同
じ働きのコードどうしを接続してください。

本機に別売の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」を接続したシステムには、パイオニア製DVD
プレーヤーなどを組み合わせることができます。「DEQ-P9」は光デジタル入力を2系統装備してい
るので、DVDプレーヤーなどのデジタル出力を持った機器を同時に2台接続できます。
「DEQ-P9」の光デジタル入力1、光デジタル入力2に接続できる機器には、それぞれ制限がありま
す。下の表を参照して、正しく接続してください。
＊接続する端子を誤ると、音声が正しく出力されない場合や、コントロールできなくなる場合があ
ります。

＊AUX接続となる機器の場合は、接続した機器のソースに合わせてデジタル/アナログ切り換えを
行ってください。(☞ 取扱説明書)

＊接続について、詳しくは販売店にご相談ください。

RCA/IP-BUSインターコネクター（「CD-RB20」など）を組み合わせて使
用すると、市販のポータブル機器やVTRなどの外部機器の音声を聞くことが
できます。詳しくは、販売店にご相談ください。

組み合わせて使用することができます。
　 印：

本機 (｢DEH-P910｣)

AVシステムTV (｢AVX-P7｣など)

マルチCDプレーヤー(｢CDX-P670｣など)

ガイド音声用スピーカー (｢CD-TS36G｣など)

5.1ch対応・DSPユニット (｢DEQ-P9｣)

マルチDVDプレーヤー (｢XDV-P9—｣など)

DVDプレーヤー (｢AVX-P9DV｣など)

iPodRアダプター(｢CD-IB10—｣など)

TV音声入力コネクター (｢CD-AV20｣など)

光デジタル端子変換コネクター (｢CD-DD25｣など)

HDDナビゲーションサーバーセット (｢AVIC-H990｣など)

HDDナビゲーションセット (｢AVIC-HRV02｣など)

HDDナビゲーションサーバーセット (｢AVIC-XH990｣など)

DVDナビゲーションセット (｢AVIC-DR01｣など)

DVDナビゲーションセット (｢AVIC-DRV05｣など)

地上デジタルTVチューナー (｢GEX-P7DTV｣)

接
続
2

接
続
7

接
続
8

接
続
9

接
続
1
0

接
続
1
1

接
続
1
2

接
続
1
3

メモ：

接続13

接続12

接続11

接続10

接続9

接続8

接続7

+

+

+ +

+ +

+ +

+ +

+

AVIC-H990

AVIC-XH990

AVIC-HRV02

AVIC-DRV05

DEQ-P9
(接続先) OPT.2へ

+

DEQ-P9

DEQ-P9

DEQ-P9

DEQ-P9

DEQ-P9

DEQ-P9

DEQ-P9

AVX-P9DV

AVX-P9DV

OPT.1へ

XDV-P9 —

XDV-P9 —

XDV-P9 —

XDV-P9 —

XDV-P9 —

XDV-P9 —

GEX-P7DTV

使用しません

+

本体関係 コード関係

別売の取付キット関係

本体 × 1

固定ネジ × 1

トラスネジ (5 × 8 mm) × 4

皿ネジ (5 × 9 mm) × 4

電源コード × 1

音響特性測定用
マイク × 1

(☞ 取扱説明書)

RCAコード × 1

別売の取付キットで本機を取り付ける場合
●ブッシュを使用した取り付けを行う場合、本機に
付属のネジとブッシュを使用してください。
別売の取付キットに同梱のネジ、ブッシュを使用
すると、正しく取り付けられないため本機の故障
の原因となります。ブッシュ × 1 ネジ × 1
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ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

電源コードの接続接続

2

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード線には、
　　何も接続しないでください。

ヒューズ

(10 A)

本体

オートアンテナ
アンテナをコントロールするために使用します。
(12 V DC、300 mA以内でご使用ください。) 下記以外の
場合は、何も接続しないでください。
●オートアンテナ車の場合：
車側のオートアンテナのコントロール入力端子に接続し
てください。

●アンテナブースターの電源がある場合（例：ガラスアン
テナ車、ショートポールタイプアンテナ車、マイクロア
ンテナ車）：
車側のアンテナブースターの電源入力端子に接続してく
ださい。

アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCの位置にしたときに電源が供
給される電源回路に接続してください。

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールするために使用します。(本機がONにな
るとコントロール信号が出力されます。）外部アンプのシステムリモートコント
ロールに接続してください。(12 V DC、300 mA以内でご使用ください。)

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。

透明/黄

電源コード

カーアンテナプラグ

(左)

45 cm

20 cm

15 cm

IP-BUS入力 (青)

IP-BUS接続

IP-BUS (青)

IP-BUSケーブル (別売)

(右)

青/白

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、常にバッテ
リーから電源が供給される電源回路に接続してください。

注：赤、橙/白、透明/黄リード線は車のヒューズユニッ
　　トを通した後の端子に接続してください。

イルミ電源
車のライトをONにしたときに電源が供給される電源回路
(時計の照明回路やスモールランプ回路) に接続してくだ
さい。

ミュート
パイオニア製のナビゲーションなどの別売製品と組み合わ
せるときに、本機の音量をコントロールするために使用し
ます。(別売製品からのコントロール信号が入力されると、
本機の音量が自動的に変化します。)
組み合わせた別売製品に黄/黒リード線 (セルラーミュート
またはミュート)がある場合は、そこに接続してください。
それ以外は何も接続しないでください。

橙/白

赤

20 cm

20 cm

45 cm
黒

黄/黒

アンテナジャック

青

20 cm

20 cm

マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」など

フィルター

注：製品の発煙・故障を防ぐため
　　に、黒リード線を必ずいちば
　　ん初めに接続してください。

RCAコード用コネクタ
（「スピーカーリード線の接続 �～�」
を参照してください。）

フロントSPまたは
ミッドレンジSP

フロントSPまたは
ミッドレンジSP

リアSPまたは
ハイレンジSP

リアSPまたは
ハイレンジSP

注：電源コード線の、ヒューズから本体の間に、　
　　他の機器のリード線を接続しないでください。

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ容量
　　のヒューズと交換してください。

スピーカーリード線の接続については、「スピー
カーリード線の接続 �～�」を参照してください。

FL +

FL ≠

FR +

FR ≠

RL +

RL ≠

RR +

RR ≠

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

スピーカーリード線の接続 �（ モードで内蔵アンプを使用する場合）接続

3

DSPスイッチ
図のように設定してください。

本体

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールするために使用します。(本機がONにな
るとコントロール信号が出力されます。）外部アンプのシステムリモートコント
ロールに接続してください。(12 V DC、300 mA以内でご使用ください。)

電源コード

カーアンテナプラグ

20 cm

15 cm
青/白

アンテナジャック

サブウーファー用
外部アンプ

「例：GM-A3200」
システムリモートコントロール

赤

白

赤

白

赤

白

市販のRCAオーディオコード

(前)

(後)

(左) (右)

RCA
入力端子へ

RCA入力コード

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード線には、
　　何も接続しないでください。

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

フロントSP フロントSP

リアSPリアSP

サブウーファー

RL +

RL ≠

FL +

FL ≠

FR +

FR ≠

RR +

RR ≠
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ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

スピーカーリード線の接続 �（ モードで内蔵アンプを使用しない場合）接続

4

DSPスイッチ
図のように設定してください。

本体

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロール
するために使用します。(本機がONに
なるとコントロール信号が出力されま
す。）外部アンプのシステムリモートコ
ントロールに接続してください。(12 V
DC、300 mA以内でご使用ください。)

電源コード

カーアンテナプラグ

15 cm
青/白

アンテナジャック

システムリモートコントロール

赤

白

赤

白

赤

白

市販のRCAオーディオコード

(前)

(後)

(左) (右)

スピーカーリード線
（使用しません）

赤

白赤

白

赤

白
赤

白

赤

白 赤

白

RCA
入力端子へRCA入力コード

RCA
入力端子へ

RCA
入力端子へ

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード線には、
　　何も接続しないでください。

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

フロントスピーカー出力
またはミッドレンジ出力

リアスピーカー出力
またはハイレンジ出力

サブウーファー

リアSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

フロントSP

リアSP

フロントSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

この接続方法で使用するときは、本機の初期設定で
内蔵アンプをオフにしてください。（☞ 取扱説明書）

サブウーファー用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

スピーカーリード線の接続 �（ モードで内蔵アンプを使用する場合）接続

5

DSPスイッチ
図のように設定してください。

注：トゥイーターを組み合わせて使用する場合は、組み合わせた
トゥイーターの再生可能周波数帯域を確認してください。カッ
トオフ周波数を設定するときは、トゥイーターの再生可能周波
数帯域の下限よりも高い値に設定してください。

注：Auto TAでは、10 kHz 以上の信号を用いて計測を行います。
このため、10 kHz の音域が再生できないトゥイーターでは、
計測音が出力されないだけでなく、スピーカーを破損するおそ
れがあります。Auto TA＆ EQを行う場合は、カットオフ周波
数の設定に加えて、再生可能周波数帯の下限が 10 kHz 以下の
トゥイーターを使用してください。

本体

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールするために使用します。(本機がONにな
るとコントロール信号が出力されます。）外部アンプのシステムリモートコント
ロールに接続してください。(12 V DC、300 mA以内でご使用ください。)

電源コード

カーアンテナプラグ

20 cm

15 cm
青/白

アンテナジャック

ローレンジSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」
システムリモートコントロール

赤

白

赤

白

赤

白

市販のRCAオーディオコード

(左) (右)

RCA
入力端子へ

RCA入力コード

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード線には、
　　何も接続しないでください。

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

ミッドレンジSP

ハイレンジSP

ローレンジSP

RL +

RL ≠

FL +

FL ≠

FR +

FR ≠

RR +

RR ≠
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ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

AVIC-DRV05（OPT.2接続）、XDV-P9—（OPT.1接続）、DEQ-P9との組み合わせ接続

7

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を組み合わせたシステムで外部アンプを使用する場合、
必ず「DEQ-P9」の青/白リード線を使用してください。
本機の青/白リード線を使用すると、ノイズの原因とな
ることがあります。

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」(別売) 3 m

3 m

青 黒

ミュート
黄/黒

3 m ミュート
黄/黒

青

黒黒 青

青

青

6ディスクマルチDVD-V/VCD/CDプレーヤー
「XDV-P9—」(別売)または
DVDプレーヤー「SDV-P7」(別売)

6 m

フロント
映像出力

映像入力へ

15 cm

3 m

ハイダウェイユニット
(「AVIC-DRV05」付属)

音声出力

OPT. IN 2へ

OPT.
IN 1へ

リモコン受光部
(「XDV-P9—」または「SDV-P7」付属)

RCAビデオコード
(「XDV-P9—」または「SDV-P7」付属)

「DEQ-P9」とナビゲーションユニットを光デジタルラ
インで接続するときは、ナビゲーションユニットからの
光デジタルラインは、必ず「DEQ-P9」のOPT. IN 2端子
に接続してください。

この接続では、「XDV-P9—」または「SDV-P7」
の音声は、DVDソースとして出力されます。また、
「AVIC-DRV05」でDVD、TV、CD、MP3を再生
しているときは、音声はAUXソースとして出力され
ます。

この接続では、「AVIC-DRV05」のモニターに、
「XDV-P9—」または「SDV-P7」の映像を出力します。

IP -BUS延長ケーブル
「CD-IP601E」など(別売)

IP-BUSケーブル（「DEQ-P9」付属)

光デジタルライン
「CD-AD600」など (別売)

本体

光デジタルライン
（「DEQ-P9」付属)

電源コード
(「DEH-P910」付属）

20 cm

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を組み合わせて使用する場合、スピーカーは必ず
「DEQ-P9」のスピーカーリード線に接続してください。

黄

黄

黒
45cm

黄

黄

黄

IP-BUSケーブル
「CD-IP600」など
(別売)

6.5型ワイドタッチパネルインダッシュTV
/DVDビデオ/CD・MP3対応
DVDナビゲーションセット
「AVIC-DRV05」(別売)

電源コード
(「AVIC-DRV05」付属)

30ピンケーブル
(「AVIC-DRV05」付属)

RCAオーディオ
コード（白・赤）
(「DEQ-P9」付属)

モードスイッチ

IP-BUS
STAND
ALONE

IP-BUS側にします。

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

スピーカーリード線の接続 �（ モードで内蔵アンプを使用しない場合）接続

6

DSPスイッチ
図のように設定してください。

注：トゥイーターを組み合わせて使用する場合は、組み合わせた
トゥイーターの再生可能周波数帯域を確認してください。カッ
トオフ周波数を設定するときは、トゥイーターの再生可能周波
数帯域の下限よりも高い値に設定してください。

注：Auto TAでは、10 kHz 以上の信号を用いて計測を行います。
このため、10 kHz の音域が再生できないトゥイーターでは、
計測音が出力されないだけでなく、スピーカーを破損するおそ
れがあります。Auto TA＆ EQを行う場合は、カットオフ周波
数の設定に加えて、再生可能周波数帯の下限が 10 kHz 以下の
トゥイーターを使用してください。

本体

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロール
するために使用します。(本機がONに
なるとコントロール信号が出力されま
す。）外部アンプのシステムリモートコ
ントロールに接続してください。(12 V
DC、300 mA以内でご使用ください。)

電源コード

カーアンテナプラグ

15 cm 青/白

アンテナジャック

システムリモートコントロール

赤

白

赤

白

赤

白

市販のRCAオーディオコード

(左) (右)

スピーカーリード線
（使用しません）

赤

白赤

白

赤

白
赤

白

赤

白 赤

白

RCA
入力端子へRCA入力コード

RCA
入力端子へ

RCA
入力端子へ

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード線には、
　　何も接続しないでください。

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

フロントスピーカー出力
またはミッドレンジ出力

リアスピーカー出力
またはハイレンジ出力

ミッドレンジSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

ハイレンジSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

この接続方法で使用するときは、本機の初期設定で
内蔵アンプをオフにしてください。（☞ 取扱説明書）

ミッドレンジSP

ローレンジSP

ハイレンジSP

ローレンジSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」
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ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

AVIC-HRV02（OPT.2接続）、XDV-P9—（OPT.1接続）、DEQ-P9、CD-IB10—、CDX-P670との組み合わせ接続
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20 cm

青 黒

ミュート
黄/黒

ミュート
黄/黒

青
青

電源コード
(「AVIC-HRV02」付属)

3 m

7.0型ワイドタッチパネルTV付
DVD-V/CD・WMA/MP3対応
HDDナビゲーションセット
「AVIC-HRV02」(別売)音声出力

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」 (別売)

TVモニター
(「AVIC-HRV02」付属)

この接続では、「AVIC-HRV02」でDVD、TV、
CD、MP3を再生しているときは、音声はAUXソー
スとして出力されます。

「DEQ-P9」とナビゲーションユニットを光デジタルラ
インで接続するときは、ナビゲーションユニットからの
光デジタルラインは、必ず「DEQ-P9」のOPT.IN2端子に
接続してください。

3 m

OPT.IN 2へ

3 m

3 m

黒黒 青

6ディスクマルチDVD-V/VCD

または
DVDプレーヤー「SDV-P7」(別売）6 m

フロント映像出力

15 cm

OPT. IN
1へ

リモコン受光部
(「XDV-P9—」または「SDV-P7」付属)

モードスイッチ

IP-BUS
STAND
ALONE

IP-BUS側にします。

RCAビデオコード
(「XDV-P9—」または

IP -BUS延長ケーブル
「CD-IP601E」など (別売)

光デジタルライン
（「DEQ-P9」付属)

TV音声
入力コネクター
「CD-AV20」

映像入力

「SDV-P7」付属)

/CDプレーヤー「XDV-P9—」(別売）

注：本機と、5.1 ch対応・DSPユニット 「DEQ-P9」を
組み合わせて使用する場合、スピーカーは必ず
のスピーカーリード線に接続してください。

注：本機と、5.1 ch対応・DSPユニット 「DEQ-P9」を組
み合わせたシステムで外部アンプを使用する場合、必
ず「DEQ-P9」の青/白リード線を使用してください。
本機の青/白リード線を使用すると、ノイズの原因となる
ことがあります。

黄

黄

青

「DEQ-P9」

黒

45 cm

IP-BUS接続

青

iPodRアダプター
「CD-IB10—」(別売)

IP-BUSケーブル
(「CD-IB10—」付属)

1.5m

黒

マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」など

IP-BUSケーブル
「CD-IP600」など
(別売)

光デジタルライン
「CD-AD600」など
(別売)

「CD-DD25」(別売)
光デジタル端子変換コネクター

青

本体

電源コード
(「DEH-P910」付属）

橙

アース

25 cm

灰

20 cm

(「AVIC-HRV02」付属)
RCA入出力ケーブル RCAオーディオ

コード（白・赤）
(「DEQ-P9」付属)

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

IP-BUSケーブル
(「DEQ-P9」付属)

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

AVIC-XH990（OPT.2接続）、XDV-P9—（OPT.1接続）、DEQ-P9との組み合わせ接続

9

20 cm

ミュート
黄/黒

3 m

RCAオーディオ
コード(白・赤)
（「DEQ-P9」付属)

IP-BUSケーブル
「CD-IP600」など (別売) 青 黒

光デジタルライン
（「DEQ-P9」付属)

青

黒黒

6ディスク マルチDVD-V/VCD/CDプレーヤー
「XDV-P9—」 (別売)または DVDプレーヤー
「SDV-P7」(別売)

フロント映像出力

15 cm

映像入力へ

リモコン受光部  (「XDV-P9—」または
「SDV-P7」付属)

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」(別売)

モードスイッチ

IP-BUS
STAND
ALONE

IP-BUS側にします。

RCAビデオコード
(「XDV-P9—」または
「SDV-P7」付属)

この接続では、「AVIC-XH990」のモニターに、
「XDV-P9—」または「SDV-P7」の映像を出力し
ます。

光デジタルライン「CD-
AD600」など (別売)

電源コード(「AVIC-XH990」付属)

光デジタル端子変換コネクター
「CD-DD25」(別売)

ミュート
黄/黒アース

25 cm

灰
黒

OPT. IN 2へ

7.0型ワイドタッチパネル
T V 付 D V D - V / C D ・
WMA/MP3対応・HDDナ
ビゲーションオートサー
バーセット
「AVIC-XH990」(別売)

30ピンRGBケーブル
（「AVIC-XH990」付属）

3 m

橙

橙

モニター
（「AVIC-XH990」付属）

OPT. IN 1へ

3 m

3 m

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を組み合わせて使用する場合、スピー
カーは必ず「DEQ-P9」のスピーカーリード
線に接続してください。

「DEQ-P9」とナビゲーションユニットを光デジタ
ルラインで接続するときは、ナビゲーションユニッ
トからの光デジタルラインは、必ず「DEQ-P9」の
OPT. IN2端子に接続してください。

6 m

音声出力

IP-BUS延長ケーブル
「CD-IP601E」など
(別売)

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を組み合わせたシステムで外部アンプを
使用する場合、必ず「DEQ-P9」の青/白リー
ド線を使用してください。本機の青/白リード
線を使用すると、ノイズの原因となることが
あります。

アース端子は「CD-DD25」に
付属のネジで取り付けます。

この接続では、「XDV-P9—」または「SDV-P7」
の音声は、DVDソースとして出力されます。また、
「AVIC-XH990」でDVD、CD、MP3、ミュージッ
クサーバー、TVを再生しているときは、音声はAUX
ソースとして出力されます。

青本体

電源コード
(「DEH-P910」付属）

50 cm

45 cm

黄

黒

黄

青

赤

ハイダウェイユニット
(「AVIC-XH990」
付属)

青

IP-BUSケーブル
（「DEQ-P9」付属)

サブウーファー出力
またはローレンジ出力
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ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

AVIC-H990（OPT.2接続）、XDV-P9—（OPT.1接続）、AVX-P7、DEQ-P9、CD-IB10—との組み合わせ接続
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この接続を行う場合は、初期設定メニューでAUX外部
機器の設定をOFFにしてください。

3 m

青 黒

光デジタルライン
「CD-AD600」など (別売)

青

黒

黒

3 m

3 m

ミュート
黄/黒

ミュート
黄/黒

OPT. IN 2へ

映像入力
(VIDEO 1 INPUT)

3 m

6 m
映像入力へ

リモコン受光部
(「XDV-P9—」または
「SDV-P7」付属)

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」 (別売)

30ピンRGBケーブル
(「AVIC-H990」付属)

電源コード
(「AVIC-H990」付属)

25 cm 光デジタル端子
変換コネクター
「CD-DD25」(別売)

灰
黒

アース

DVD/CDユニット内蔵
HDDナビゲーションサーバー
「AVIC-H990」(別売)

アース端子は
「CD-DD25」
に付属のネジで
取り付けます。

6ディスクマルチDVD-V/VCD/CDプレーヤー「XDV-P9—」(別売)
またはDVDプレーヤー「SDV-P7」(別売)

モードスイッチ

IP-BUS
STAND
ALONE

IP-BUS側にします。

フロント
映像出力

この接続では、「AVX-P7」のモニターに、「XDV-
P9—」または「SDV-P7」の映像を出力します。

「AVX-P7」はSOURCE
モード (S) で使用します。

この接続では、「AVIC-H990」でDVD、CD、MP3、
ミュージックサーバーを再生しているときは、音声
はAVソースとして出力されます。

OPT. IN 1へ

7.0型ワイドシステムTV
「AVX-P7」( 別売 )

IP -BUS延長ケーブル
「CD-IP601E」など (別売) 「DEQ-P9」とナビゲーションユニットを光デジタルラ

インで接続するときは、ナビゲーションユニットからの
光デジタルラインは、必ず「DEQ-P9」のOPT.IN 2端
子に接続してください。

IP -BUSケーブル
「CD-IP600」など (別売)

15 cm

20 cm

注：本機と、5.1 ch対応・DSPユニット 「DEQ-P9」
を組み合わせて使用する場合、スピーカーは、必ず
「DEQ-P9」のスピーカーリード線に接続してくだ
さい。

青

青

注：本機と、5.1 ch対応・DSPユニット 「DEQ-P9」
を組み合わせたシステムで外部アンプを使用する場合、
必ず「DEQ-P9」の青/白リード線を使用してください。
本機の青/白リード線を使用すると、ノイズの原因とな
ることがあります。

黒

橙

橙

RCAビデオコード
(「XDV-P9—」または
「SDV-P7」付属)

IP-BUSケーブル（「DEQ-P9」付属)

青

黄

iPodRアダプター
「CD-IB10—」(別売)

IP-BUSケーブル
(「CD-IB10—」付属)

1.5m

黒
本体

電源コード
(「DEH-P910」付属）

（「DEQ-P9」付属)
光デジタルライン

RCAオーディオ
コード（白・赤）
(「DEQ-P9」付属)

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

青

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

AVX-P9DV（OPT.1接続）、XDV-P9—（OPT.2接続）、DEQ-P9、CD-IB10—、CDX-P670との組み合わせ接続
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IP-BUSケーブル
(「AVX-P9DV」 付属)

3 m

青 黒

光デジタルライン
（「DEQ-P9」付属)

RCAオーディオ
コード（白・赤）
(「DEQ-P9」付属)

IP-BUSケーブル
（「DEQ-P9」付属)

光デジタルライン
「CD-AD600」など
(別売)

青

黒

IP -BUS延長ケーブル
「CD-IP601E」など
(別売)

青

TVコントロールケーブル
(「AVX-P9DV」 付属)

青

青

青 黒

黒

7.0 型ワイドシステムTV/DVDプレーヤー
「AVX-P9DV」(別売)

ハイダウェイTVチューナー
(「AVX-P9DV」付属)

黒

OPT. IN 2へ

OPT. IN 1へ

青黒

6ディスク マルチDVD-V/
VCD/CDプレーヤー
「XDV-P9—」 (別売)または
DVDプレーヤー「SDV-P7」(別売)

フロント
映像出力

映像入力
(VIDEO 1 INPUT)

3 m

6 m

6 m

40 cm

15 cm

40 cm

6 m

映像入力へ

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を組み合わせて使用する場合、スピー
カーは必ず5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」のスピーカーリード線に接続し
てください。

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を組み合わせたシステムで外部アンプを
使用する場合、必ず5.1ch対応・DSPユニッ
ト「DEQ-P9」の青/白リード線を使用してく
ださい。本機の青/白リード線を使用すると、
ノイズの原因となることがあります。

iPodRアダプター
「CD-IB10—」(別売)

IP-BUSケーブル
(「CD-IB10—」付属)

1.5m

3 m

本体

電源コード
(「DEH-P910」付属）

リモコン受光部
(「XDV-P9—」または
「SDV-P7」付属)

OSDスイッチ

OSD ON側に
します。

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」 (別売)

RCAビデオコード
(「XDV-P9—」または「SDV-P7」付属)

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

青

この接続では、「AVX-P9DV」のモニターに、
「XDV-P9—」または「SDV-P7」の映像を出力し
ます。

モードスイッチ

S側 (SOURCEモード)
にします。

この接続では、「AVX-P9DV」の音声は、DVDソー
スとして出力されます。また、「XDV-P9—」また
は「SDV-P7」でDVD、ビデオCD、CDを再生して
いるときは、音声はAUXソースとして出力され
ます。

この接続例で、「XDV-P9—」または「SDV-P7」
を操作するときは、「XDV-P9—」または「SDV-
P7」に付属のリモコンで操作してください。

15 cm

IP-BUS接続

黄

黄

モードスイッチ

IP-BUS
STAND
ALONE

STAND ALONE側に
します。

マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」
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ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

AVIC-DR01、XDV-P9—（OPT.1接続）、GEX-P7DTV（OPT.2接続）、DEQ-P9、CDX-P670との組み合わせ接続
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IP-BUSケーブル（「DEQ-P9」付属)

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」 (別売)

3 m

3 m

青 黒

ミュート
黄/黒

3 m

ミュート
黄/黒

青

黒
黒

6 m

映像入力

15 cm

電源コード
(「AVIC-DR01」付属)

3 m

7.0型ワイドタッチパネルTV付
DVDナビゲーションセット
「AVIC-DR01」(別売)

OPT. IN1へ

リモコン受光部
(「XDV-P9—」
または「SDV-P7」付属)

RCAオーディオ
コード（白・赤）
(「DEQ-P9」付属)

IP-BUSケーブル
「CD-IP600」など
(別売)

光デジタルライン
（「DEQ-P9」付属)

(「AVIC-DR01」付属)
TVモニター用30ピンRGBケーブル

（背面へ接続）

茶

　TVモニター
(「AVIC-DR01」付属)

RCAビデオコード
(「XDV-P9—」または
「SDV-P7」付属)

注：本機と、5.1 ch対応・DSPユニット 「DEQ-P9」
を組み合わせたシステムで外部アンプを使用する場合、
必ず「DEQ-P9」の青/白リード線を使用してください。
本機の青/白リード線を使用すると、ノイズの原因となる
場合があります。

注：本機と、5.1 ch対応・DSPユニット 「DEQ-P9」
を組み合わせて使用する場合、スピーカーは必ず
「DEQ-P9」のスピーカーリード線に接続してくだ
さい。

青

茶

20 cm

15 cm

IP-BUS接続

黄黄

SOURCE OFF

AV

VOL

お出かけ

AV CONTROL

MIC

WIDE
SET UP

画面オフ

REMOTE

現在地

ナビ

マルチCDプレーヤー
　　CDX-P670

モードスイッチ

IP-BUS STAND
ALONE

IP-BUS側にします。

黄

黄

黒
青 黄

RCAビデオコード
「GEX-P7DTV」付属

6 m

青

OPT. IN2へ

黒

光デジタルライン
「CD-AD600」など (別売)

本体

電源コード
(「DEH-P910」
付属）

フロント
映像出力

リモコン受光部
(「GEX-P7DTV」
付属)

この接続では、「XDV-P9—」または「SDV-P7」
の音声は、DVDソースとして出力されます。
「GEX-P7DTV」の音声は、エクスターナルとして
出力されます。また、「AVIC-DR01」のTVの音
声は、「AVIC-DR01」付属のTVモニター背面の
スピーカーから出力されます。

6ディスクマルチDVD-V/VCD/CD
プレーヤー「XDV-P9—」(別売)または
DVDプレーヤー「SDV-P7」(別売)

オーディオビデオ
セレクター
「CD-VS33」
(別売)

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

青

この接続では、「AVIC-DR01」のモニターに、
「XDV-P9—」、「SDV-P7」または「GEX-P7DTV」の
映像を出力します。

地上デジタルTVチューナー
「GEX-P7DTV」(別売)

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

AVIC-H990、AVX-P9DV（OPT.1接続）、DEQ-P9、CDX-P670との組み合わせ接続

13

3 m

IP-BUSケーブル
(「AVX-P9DV」 付属)

3 m

青 黒

光デジタルライン
（「DEQ-P9」付属)

RCAオーディオ
コード（白・赤）
(「DEQ-P9」付属)

青

黒

IP -BUS延長ケーブル
「CD-IP601E」など
(別売)

青

TVコントロールケーブル
(「AVX-P9DV」 付属)

青

青

青 黒

7.0 型ワイドシステムTV
/DVDプレーヤー
「AVX-P9DV」(別売)

ハイダウェイTVチューナー
(「AVX-P9DV」付属)

黒

OPT. IN 1へ

ミュート
黄/黒

ミュート
黄/黒

緑

緑

3 m

6 m

6 m

40 cm

15 cm

40 cm

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を組み合わせて使用する場合、スピー
カーは必ず5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」のスピーカーリード線に接続し
てください。

注：本機と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を組み合わせたシステムで外部アンプを
使用する場合、必ず5.1ch対応・DSPユニッ
ト「DEQ-P9」の青/白リード線を使用してく
ださい。本機の青/白リード線を使用すると、
ノイズの原因となることがあります。

20 cm

ガイドスピーカー出力
15 cm

ガイド音声用スピーカー
「CD-TS36G」（別売）

3 m

この接続では、「AVX-P9DV」の音声は、DVDソー
スとして出力されます。また、「AVIC-H990」で
DVD、CD、MP3、ミュージックサーバーを再生し
ているときは、音声はAVX-P9DVのAVソースとし
て出力されます。

本体

電源コード
(「DEH-P910」
付属）

OSDスイッチ

OSD ON側に
します。

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」 (別売)

30ピンRGBケーブル
(「AVIC-H990」付属)

この接続では、「AVIC-H990」の
デジタル出力端子は使用できません。

サブウーファー出力
またはローレンジ出力

モードスイッチ

S側 (SOURCEモード)
にします。

電源コード
(「AVIC-H990」付属)

DVD/CDユニット内蔵
HDDナビゲーションサーバー
「AVIC-H990」(別売)

この接続では、「AVX-P9DV」のモニターに、
「AVIC-H990」の映像を出力します。

マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」

IP-BUS接続

3 m

青
IP-BUSケーブル
（「DEQ-P9」付属)
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取り付けの前に知ってほしいこと取付

1 本体を取り付ける取付

2 動作を確認する動作確認

1

取り付け上のご注意

●本機の性能を十分に発揮するために、水平
に対して60度以内の角度で取り付けてくだ
さい。

●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外の
部品を使用すると、機器内部の部品をいた
めたり、しっかりと固定できずに外れたり
して危険です。

ケース

破損

60°

取り付けのポイント
取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作す
ることを確認してから、取り付けを行っ
てください。正常に動作しない場合は、接
続に間違いがないか、もう一度チェック
してください。

本機の放熱を妨げないために
●コード類は、下図の部分をふさがないよ
うに配置してください。

ノイズ防止のために
●アンテナコードは、IP-BUSケーブル、
スピーカーコードおよび電源リード線から
できるだけ離して配置してください。

取付キットを別売しています
●車種や年式によっては、別売のパイオニ
ア取付キットを使用しないと、取り付け
られないこともあります。当社では車種
別専用取付キットを用意していますので、
販売店にご相談ください。

この部分をふさがないでください。

車のラジオ、小物入れなどを取り外す

ラジオ、小物入れなどを取り外し、それらを止めているブラケットを取り外します。
そのブラケットを使用して、本機を取り付けます。

ネジ止めする位置を確認する

ブラケットを本機に重ねて、ネジ穴が合う位置を確認してください。
ブラケットのネジ穴は次のタイプがあります。

■トヨタ車の場合 ■日産車の場合

ブラケットを付属のネジで取り付ける

左側、右側、それぞれ2カ所ずつ、付属のネジでネジ止めして、元通り車に取り付けます。

ツメがじゃまになるとき
は、折り曲げます。

ブラケット

トラスネジ
(5×8 mm)
×4

皿ネジ
(5×9 mm)
×4

ブラケットのネジ穴の形状に合わせて
ネジを選びます。

3

日産車ブラケットトヨタ車ブラケット

2

注：取り外すネジの位置などは車種により異なります。
詳しくは、お買い上げの販売店、または、最寄り
のディーラーにお問い合わせください。

ブラケット
ラジオや小物入れなど

1
接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認してくだ
さい。

接続・取り付けをもう一度
確認する

確認
接続・取り付けに誤りがないか、各コネクターは
確実に接続されているか、もう一度、目で見て確
認してください。

ペン先などで
リセットボタンを押す

車のエンジンをかける

本機の動作を確認する

(☞ 取扱説明書)

4

ACC ON

LO
CK

START

3

リセットボタン

2

1

DSPモードを切り換える

本機の内蔵DSPには、3-wayネットワークモード（NW）とスタンダードモード（STD）の2つ
の動作モードがあります。お好みにあわせてモードを切り換えることができます。

出荷時はスタンダードモードになっています。

DSPモードを切り換える

ペン先などで好みのモードに切り換える

本機をリセットする

メモ
●リセットボタンを押すと、本機のマイコンが初期
状態に戻ります。

●リセットボタンを押すことで、設定したDSPモー
ドが有効になります。

●本機と5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」を組
み合わせているときは、どちらのモードに設定し
ても効果はありません。「DEQ-P9」に内蔵のDSP
が優先されます。

21

設定

1
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